
発刊にあたって 

時代は大きな変革期を迎え，超スマート社会（Society5.0）が到来しようとする現代社会において，未来社会

が先行き不透明でどんなに複雑化しても，子どもたちには持続可能な社会の創り手となることが期待され，主体

的に判断し，様々な人々や社会と関わりながら課題を解決していくための力の育成が求められています。 

 そこで，学習指導要領の趣旨を踏まえ，「何を学ぶか」だけでなく 「どのように学ぶか」も重視して，学習活

動のさらなる充実に向け，これまでに培われてきた様々な工夫と共に，ICT の新たな可能性を指導に生かすこと

で，知識の理解の質を高め資質・能力を育む「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善につなげて

いくことが重要となっています。 

 北海道教育委員会が令和 5 年に 5 か年計画で策定した北海道教育推進計画の施策項目 3「新しい時代に必要

な資質・能力の育成」の方向性でも ①主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善を進め，新しい時代

に必要となる資質・能力を育成すること ② ICT 等を活用し，発達の段階に応じて，全ての子どもたちの可能

性を引き出す「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的な充実を図ることが示されています。 

 空知教育センターでは，令和６年度より「確かな学力」の育成を図る学習指導の在り方 ～ICT を効果的に活

用した「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的な充実～を研究主題と設定した２か年の研究をスタート

させ令和 7 年度が最終年度となります。 

 また，研究推進にあたっては，管内小中学校、義務教育学校からご推薦いただきました意欲的な教育研究員４

名と担当所員により「教育研究推進協議会」を組織し，研究実践を進めてまいりました。今年度，１０回にわた

る研究では，理論研究・検証授業や研究協議・教育研究事業発表会を行い，研究仮説である「１．授業において，

個別最適な学びと協働的な学びの場面を一体的に充実させることで，主体的・対話的で深い学びとなり，確かな

学力の育成につなげることができる」「２．ICT を効果的に活用することにより，個別最適な学びと協働的な学び

を一体的に充実させることができる」これらの検証を進めて参りました。 

 このたび，２年次目の理論研究や検証授業，分析結果，考察や残された課題などをとりまとめたリーフレット

「Edu ジャーナル２０２５」を発刊する運びとなりました。このリーフレットを各学校の校内研修，また，日々

の実践の参考資料としていただければ幸いです。 

 結びに，本研究推進に際して意欲的・献身的に取り組まれた教育研究員の皆様，ご指導・ご助言をいただきま

した関係市町教育委員会，各学校の皆様に心より感謝とお礼を申しあげ，発刊にあたってのご挨拶とさせていた

だきます。 

令和８年３月 

                                空知教育センター所長 岩 城 之 泰 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

空知教育センター 教育研究情報誌

Eduジャーナル ２０２５
令和８年３月発行
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１章 「研究概要」 令和７年度 教育研究推進協議会 研究概要 

 

１ 研究主題 

「確かな学力」の育成を図る学習指導の在り方 
～ICTを効果的に活用した「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的な充実～ 

 

２ 主題設定について 

  人口減少や少子高齢化の進行，情報技術やグローバル化の進展などにより，人々の価値観やワークスタイ

ルがこれまでと比べ大きく変わり，従来の知識や経験だけでは解を見いだすことが難しい時代となった。そ

のため，学校教育においては，こうした変化の激しい時代にあっても，子どもたちが，未来において様々な

困難を乗り越え，豊かな人生を切り拓いていくために，自らの良さや可能性を認識するとともに，全ての人

を価値のある存在として尊重し，多様な人々と協働しながら持続可能な社会の創り手として成長していくた

めに必要な資質・能力を育むことが求められている。 

こうした中，文部科学省においては，「教育振興基本計画第 4期（令和 5年度～令和 9年度）」を定め，め

まぐるしく変化する社会で，一人一人が社会の担い手となること，そして社会全体のウェルビーイングの向

上を目指して５つの方針と１６の目標を示し，その第１として「個別最適な学びと協働的な学びの一体的充

実」「学修者本位の教育の推進」等を基本施策とする目標を提示した。 

また，北海道教育委員会においては，「北海道教育推進計画（2023 年度～2027 年度）」を策定し，「自立」

と「共生」の理念の下，SDGs・ESD（Education for Sustainable Development：持続可能な開発のための教

育）を推進することにより，子どもたちが持続可能な社会の創り手として成長することや，GIGAスクール構

想のもと急速に進んだ ICTの活用により，子どもたちの特性・環境等に応じた教育の実現など，学びの環境

をより一層充実させることを目指している。さらに，ICTの活用に関しては，「令和 5年度小・中学校教育課

程改善の手引」においても，「児童自身が ICTを『文房具』として自由な発想で活用できるよう組織的，計画

的な取組を推進し，『個別最適な学び』『協働的な学び』の一体的な充実を図っていく必要がある」として，

端末等の活用については，ステップ１（積極的に活用）ステップ２(効果的に活用)から，ステップ３(主体的

に活用)までの深化を示している。 

昨年度から空知教育センターでは，「『確かな学力』の育成を図る学習指導の在り方～ICT を効果的に活用

した「個別最適な学び」と「協働的な学び」を取り入れた授業改善～」のテーマのもと，主体的・対話的で

深い学びの視点から，個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実を図った学習指導の在り方を明らかと

することを目指し研究を進めてきた。個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実に関わる成果として，

学び合いや教え合いによる学習効果や，そのことによる児童・生徒の意欲の向上，また，問題や方法の選択

がそれぞれの学習意欲につながることを見出すことができた。さらに，そのための意図的な ICTの活用では，

視覚的なわかりやすさが思考や説明の不足を補うことや，画面共有から友達の良さや自分の改善点・修正点

に気づけることなども見取ることができた。反面，個別最適な学びと協働的な学びを取り入れるバランスや

組み合わせの難しさ，ICT の効果的な活用場面や活用範囲の適切な判断の困難さなど，今後の課題も明らか

にすることができた。 

これらのことから，研究主題を「『確かな学力』の育成を図る学習指導の在り方～ICTを効果的に活用した

『個別最適な学び』と『協働的な学び』の一体的な充実～」と設定し，今日的な教育課題の解明に寄与する

とともに，その成果を管内に還元することを目標に２カ年計画の研究を推進していく。主体的・対話的で深

い学びの視点から，効果的な ICTの活用を通した，個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実を図った

授業改善を通して，「確かな学力」の育成を図る学習指導の在り方を明らかとすることを目指す。 



３ 研究の目的 

（１）「個別最適な学び」と「協働的な学び」を一体的に充実させるため，単元及び１単位時間の中に「自己調

整」と「他者参照」の場が設定されている授業の効果について明らかにすること。 

（２）「個別最適な学び」と「協働的な学び」を相互作用させるための ICT の効果的活用方法について明らか

にすること。 

 

４ 研究仮説 

（１）授業において，単元及び１単位時間の中に「自己調整」と「他者参照」の場が設定されていることが，

「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的に充実を生み，確かな学力の育成に繋がるであろう。 

（２）ICTを効果的に活用することにより，「個別最適な学び」と「協働的な学び」が相互作用し，一体的に充

実させることができるであろう。 

 

 

【研究仮説に関わるイメージ図】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「教育課程部会における審議のまとめ」に基づき空知教育センターが作成したイメージ図 

 

 

 

 

 



５ 研究の視点 

（１）【視点①】研究仮説（１）に関わって 

・単元及び１単位時間の授業の中に「自己調整」や「他者参照」の場が設定されていることが，確かな 

学力の育成に繋がっていたか。 

 

（２）【視点②】研究仮説（２）に関わって 

・「個別最適な学び」と「協働的な学び」を相互作用させ，一体的に充実させていくために，ICTが効果

的に活用されていたか。 

 

６ 研究計画 

（１）令和７年度（２か年計画２年次目）の重点 

研究の目的を参照。 

  

（２）教育研究推進協議会の発足に当たって 

①教育研究推進協議会の構成員 

所属学校の推薦を受けた空知管内教員４名（小・中学校各２名），空知教育センター所員４名，計８名体

制を基本とする。 

   ②教育研究推進協議会推進日程について 

    ・年１０回程度の開催。 

・理論研修や検証授業を中心として，研究目的の遂行や研究仮説の検証を行う。 

 

 

 

 

 

 

【参考文献】 

・平成 29年告示 学習指導要領総則 中学校 

・平成 29年告示 学習指導要領総則 小学校 

・「令和の日本型学校教育」の構築を目指して ～全ての子供たちの可能性を引き出す，個別最適な学びと，

協働的な学びの実現～ 答申 

・学習指導要領の趣旨の実現に向けた個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実に関する参考資料（令

和３年３月版）文部科学省初等中等教育局教育課程課 

・教育課程部会における審議のまとめ 令和３年１月 25 日 中央教育審議会 初等中等教育分科会 教育課

程部会 

  ・教育振興基本計画 令和 5年 6月 16日（第 4期：令和 5年度～令和 9年度） 

  ・北海道教育推進計画（2023年度～2027年度） 

  ・令和 5年度小・中学校教育課程改善の手引き 

 

 

 

 



研究の全体構造図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【教育研究推進協議会】 

・理論研修 

・各種研修講座参加 

・研修成果のまとめ・発信 

【検証授業】 

・指導案検討 

・授業公開 

・授業反省 

【派遣事業】 

・道内外教育研究大会等

への派遣 

 

【研究仮説】 

（１）授業において，単元及び１単位時間の中に「自己調整」と「他者参照」の場が設定されていること

が，「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的な充実を生み，確かな学力の育成に繋がるであ

ろう。 

（２）ICT を効果的に活用することにより，「個別最適な学び」と「協働的な学び」が相互作用し，一体

的に充実させることができるであろう。 

 

【研究の目的】 

（１）「個別最適な学び」と「協働的な学び」を一体的に充実させるため，単元及び１単位時間の中に「自

己調整」と「他者参照」の場が設定されている授業の効果について明らかにすること。 

  （２）「個別最適な学び」と「協働的な学び」を相互作用させるための ICT の効果的活用方法について明

らかにすること。 

 

【研究主題】 

「確かな学力」の育成を図る学習指導の在り方 
～ICT を効果的に活用した「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的な充実～ 

 

【視点①】学びの過程に関わる取組 

・授業において，「自己調整」や「他者参

照」の場が設定され，「個別最適な学

び」と「協働的な学び」が効果的に取

り入れられていたか。 

・解決方法や各種ソフトなどを目的に応

じて選択・活用できていたか。 

 

【視点②】ICT 等の活用に関わる取組 

・「個別最適な学び」と「協働的な学び」

を一体的に充実させるため，ICT が効

果的に活用されていたか。 

 

 



２章 「研究の内容」 

第３学年音楽科学習指導案 
日 時：2025年７月 16日（水）第６校時 

場 所：新十津川中学校 ３年 B組教室 

生 徒：27名 

指導者：真部 卓 

１ 題材名  

音楽を形作っている要素と曲想を理解し，情景を感じ取ろう 

～連作交響詩「わが祖国」より「モルダウ」を用いて 

＜教科書 2,3下巻 P26＞ 

 

２ 単元について 

鑑賞領域の学習において１学年でヴィヴァルディの「春」，２学年でラヴェルの「ボレロ」等を通じて音楽その

ものと音楽以外の要素との結びつきや構成について学習した。その中で音楽の諸要素についても触れ，強弱やリ

ズムや調性の変化による音楽的な効果を感じ，それらがどのように表現されているのかを鑑賞することができた。 

３学年では本題材のように作曲者が明確なテーマを音楽でどう表そうとしているのかを諸要素を通じて根拠

をもって論じる活動を行い，本題材での明確とはいえないテーマをどのように考えていくかに繋げていく。 

本題材では，１校時目に「音楽を形づくっている要素（資料②）に着目して聴き，その変化を感じ取り，考え

たことの意見交流ができる。」２校時目を「音楽と作曲者の心情を関連づけて理解する。」の２つを各時間で分け，

どのような視点で鑑賞するかを明確にし，鑑賞に対する関心を高めさせたい。本時では，作曲者が流れゆくモル

ダウからの景色の変化をどのような方法で表現していったのかを考えさせたい。板書や説明，話し合い活動に ICT

機器を取り入れ，より効率的に理解を深めることができるようにした。「見る」「聴く」を一つの動作ででき，情

報を効率よく提供できる点は ICTの長所であると考える。 

個人の思考の場面や話し合い活動ではロイロノートを使用して好きなタイミングで聴き返すことができるよ

うにし，共有ノートを用いて，お互いの意見を画面上で交流することで班員の意見が可視化され，話し合い活動

に反映されるよう工夫した。自らの意見は元より様々な意見を取り入れ，最終的に根拠を持った意見発表ができ

るような鑑賞活動になるようにしたい。 

 

３ 単元の目標と評価規準・指導計画 

（１）単元の目標 

○標題音楽の多様な音楽表現に興味をもち，情景をイメージしながらオーケストラの楽器や音色などについて

理解する。（知識） 

 ○音楽を形作っている要素を知覚し，それらの生み出す特質や雰囲気を感受しながら，知覚したことと感受し

たことの関わりについて考え，曲に対する評価とその根拠について自分なりに考え，音楽のよさや美しさを味

わって聴く。（思考力・判断力・表現力等） 

 ○音楽を形作っている要素や，要素同士の関連を知覚し，それらの働きが生み出す特質や雰囲気を感受し，音

楽活動を楽しみながら主体的・協働的に鑑賞の学習活動に取り組むとともに，音楽に対する感性を豊かなもの

にしていく態度を養う。（学びに向かう力） 

 

（２）評価規準 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜教科における「内容のまとまり」と「評価の観点」との関係＞  Ｂ鑑賞  

(1) 鑑賞の活動を通して、次の事項を身に付けることができるよう指導する。  

ア 鑑賞に関わる知識を得たり生かしたりしながら、次の(ｱ)から(ｳ)までについて考え、音楽のよさや美しさを味わって聴くこと。 

(ｱ) 曲や演奏に対する評価とその根拠 (ｲ) 生活や社会における音楽の意味や役割 (ｳ) 音楽表現の共通性や固有性  

イ 次の(ｱ)から(ｳ)までについて理解すること。 

(ｱ) 曲想と音楽の構造との関わり (ｲ) 音楽の特徴とその背景となる文化や歴史、他の芸術との関わり (ｳ) 我が国や郷土の伝統音楽及び諸外国の様々な音楽の特徴と多様性を感じる 

〔共通事項〕 

 (1) 「Ａ表現」及び「Ｂ鑑賞」の指導を通して、次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

 ア 音楽を形づくっている要素や要素同士の関連を知覚し、それらの働きが生み出す特質や雰囲気を感受しながら、知覚したことと感受したこととの関わりについて考

えること。 

 イ 音楽を形づくっている要素及びそれらに関わる用語や記号などについて、音楽における働きと関わらせて理解すること。  

＜文部科学省 国立教育政策研究所「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する参考資料より＞ 



知識・技能 思考力・判断力・表現力 主体的に学習に取り組む態度 

B鑑賞イ 

（ア）曲想と音楽を形づくって 

いる要素との関わりを理解して 

いる①②。 

（イ）音楽の特徴と，その背景と 

なる文化や歴史，他芸術との関わり

を理解している②。 

B鑑賞ア 

（ア）音楽を形作っている要素を知覚

し，それらの生み出す特質や雰囲気を

感受しながら，知覚したことと感受し

たことの関わりについて考え，曲に関

する評価とその根拠について考える

①②。 

 

音楽活動を楽しみながら主体

的・協働的に鑑賞の学習活動に

取り組もうとしている②。 

 

 

（３）単元の指導計画 

時 ねらい 
評価計画 

知・技 思・判・表 主体的 

１
（
本
時
） 

 〇情景と作曲者の意図した表現との関連性を考える。 

・個人で音源を聞き，共有ノートに曲ごとに諸要素と楽曲の関わりを思考

し，カードにまとめる。【思・判】 

〇グループ内で意見を交流し，意見をまとめ，発表する。 

・共有ノート内で意見を出し合い，話し合い活動を行う。振り返り活動【表】 

○ ◎ ◎ 

２ ・ワークシートに批評・感想を記入。 

〇時代背景や他の芸術との関わりを考察する【知】 

〇テーマと曲と，それに使用されている楽器群や曲に 

込められたものとの関連性を探る【思・表】 

・振り返りのアンケートを記入。 

・２時間で学んだことを振り返り，次の学びに活かす。【主】 

◎ 〇 〇 

 

 

４ 本時案（１／２） 

（１）本時の目標 

①音楽を形づくっている要素に着目して聴き，情景と作曲者の意図の結びつきを考えることができる。 

②考えたことを元に意見交流ができる。 

 

 

（２）本時の展開 

段階 生徒の学習活動と内容（●） 教師の発問（○）や手立て（・） 視点との関わり・評価（■） 

導
入 
10
分 

＊授業開始前に共有ノートに入る 共有ノート，楽曲カードの作成  
 
 

・楽曲についての理解を深める（知識） 

●本時の課題を確認（２分） 

・組曲「我が祖国」の説明（５分） 

●画面を見ながら，ワークシートに記入する。 

・学習の見通しをもたせる 

●課題を理解する。 

 

 

 

 

 

●音楽の諸要素の確認（３分） 

●本時で着目したい音楽を形づくっている要

素を確認する。 

・ホワイトボードに本時の 

課題を板書し，説明 

＊以下全てパワーポイントを

使用 

・ワークシートを配布 

・楽曲・作曲者について説明 

・「モルダウ」ついて説明 

 

 

 

 

・諸要素はロイロノートで 

配布する。 

【課題】  

〇音楽の要素に着目し，作曲者が音で情景をどう表現したのか考えよう 

 



展
開
35
分 

・自分の考えを形成する【思・表】 

●鑑賞（１５分） 

●個人で思考し，考えをまとめる 

・意見交換・話し合い活動【思・表】（１８分） 

●班の中で意見交換をし，スメタナがモルダウ

川からの風景をどのように音で表現したのか

を話し合う。 

●iPadを用いて聴きなおす。 

●共有ノートに各自意見をまとめる。 

●班ごとに心情の変化を発表 

・各自の意見をまとめ，班の意見とする。 

●班として意見をまとめ，提出箱に提出する。 

・発表・批評（５分） 

●時間があれば班ごとに発表 

・個別解決の支援をする。 

・全体で鑑賞 

 

・要素を手掛かりに根拠をもっ

て考えることができるよう，助

言する。ヒントカードの送付。 

 

＊努力を要する生徒について

は要素を焦点化し，助言をす

る。2 枚目のスライドを見るよ

う指示。 

・提出箱に提出されたものを

TVに投影し，全体で交流する。 

■鑑賞して感じたこ

とを考え，意見として

まとめようとしてい

る。（思・表） 

 

 

 

 

■それぞれが感じた

ことを話し合い，まと

め，発表することがで

きる。（思・表） 

ま
と
め
5
分 

・まとめ，振り返り（5分） 

●アンケートで振り返り活動 

・学習内容を振り返り，次につなげる 

●次時の学習内容について知る。 

・ロイロノートでアンケートを

配布。 

・次時の学習内容の予告をす

る。 

 

■考えたこと，話し合

って感じたことをま

とめることができて

いる（主）。 

■自己評価用紙（主） 

 

〇個人の画面                   ○グループの画面 

 

 

〇クラスの画面                  ○ヒントカード 

                          （必要に応じて） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



〈授業の様子〉 

１：個人思考と対話を連動させ，根拠をもった意見形成を図る 

  個人思考からグループでの話し合いへの移行をスムーズに行うことで，生徒一人一人が自身の考えを持った 

  上で建設的な対話に臨めていた。ロイロノートで音源を自由に聴き返す「自己調整」と，共有ノートで他者

の視点を取り入れる「他者参照」を組み合わせることで，多様な感性に触れながら自らの感性を深めるプロ

セスが実現された。 

２：端末の特性を生かし，個々のペースに応じた視聴と意見の可視化を実現する 

  各端末で自由に音源を聴くことができる環境を整えたことで，生徒は自分のペースで課題に取り組むなど，

ICT を「自己調整」の道具として効果的に活用していた。また，共有ノートによって他者の意見をリアルタ

イムで可視化し，キーワードの提示で言語活動を支援することで，思考を整理しやすく，活発な意見交流を

支える一助となっていた。 

 

〈授業反省〉 

【成果】 

 ・各端末で自由に音源を聴くことができる環境を整えたことで，生徒が自分のペースで視聴や聴き直しを行

う「自己調整」が可能となった。 

 ・キーワードの提示により共通言語が設定されたことで，記述に不安のある生徒も文が作りやすくなり，話

し合い活動の活性化に繋がった。 

【課題】 

 ・活動量が多く，他者の意見を十分に見る余裕がなかったため，授業の途中で意図的に「他者参照」の時間

を確保するなどの工夫が必要。 

 ・多様な意見を一つに集約する難しさが見られたため，収束させるための視点を与えたり，最後は個人に戻

して思考する時間を組み込んだ展開の検討が求められる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


